
≪不用になった柳津町誌はありませんか？≫ 

 昭和５２年発行の柳津町誌上・下巻（総説編・集落編）をお持ちで、不用となった

方がいらっしゃいましたら、公民館へご寄付ください。いただいた町誌は、公民館に

て広く町民の皆さんにご覧いただき、町の歴史・文化の学習等にも活用させていただ

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊公民館図書室に新しい本を入荷しました＊＊＊＊＊＊ 

「不毛地帯 1 巻～5 巻」（著：山崎豊子）の他に、農山漁村文化協会関係の図書を入荷

しました。農業に関する本もありますので、ぜひ一度読んでみてください。 

・「森永卓郎のマイクロ農業のすすめ」           著：森永卓郎 

・「今さら聞けないタネと品種の話きほんのき」       編：農文協 

・「小さい農業で暮らすコツ：養鶏・田畑・エネルギー自給」 著：新藤洋一 

など 

 

７月行事予定 
 

・ １日（木） 青少年の非行・被害防止全国強調月間（～８/３１） 

・ ７日（水） 料理教室 

・１２日（月） ジャンプやないづ 

・２３日（金） 東京２０２０オリンピック開幕（～8/8） 

・１日、８日、１５日（木）  杉の子サークル 

※シニアサークル福寿学園、養寿学園の日程については、 

後日便りにてお知らせいたします。 

 

公民館だより 

ふれ あ い 

≪第６７回柳津地区町民大運動会中止のお知らせ≫ 

９月５日（日）に開催を予定していた「第６７回柳津地区町民大運動会」は、新型コ

ロナウィルス感染拡大の終息が見通せない状況であり、感染予防対策及び熱中症対策が

困難であること等により中止となります。 

 



＊＊＊＊＊＊柳津町の身近な歴史②『虫送り』＊＊＊＊＊＊ 

「虫送り」は、土用の入りの頃に行われる稲についた害虫を追い払う行事です。稲作

での虫害は深刻な問題であったため、かつては日本各地で行われ、特に西日本では盛ん

に行われていました。この行事の対象となる虫はウンカが多く、「稲の虫送んぞー」とい

ったようなことを唱えながら村の中を巡り、村境の川に流すということが行われます。

中には、実際に虫を捕まえて竹筒や虫かごなどに入れ、それを捨てるようなこともあっ

たようです。西日本では、平氏の怨霊が虫となって悪さをするため、その魂を鎮めると

いった行事も行われています。（このような考え方を御霊
ごりょう

信仰
しんこう

と呼びます。） 

廃れてしまった地域が多いですが、砂子原地区では、現在も「虫送り」が続けられて

います。また、会津地方では、会津美里町の高田地区などでも行われていたようです。 

昔からの伝統行事は、大切に受け継いでいきたいものです。 
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＊＊＊＊＊活動の様子＊＊＊＊＊ 

 

５月２６日（水） 

令和 3 年度シニアサークル開講式 

５月２５日（火） 
学校芸術鑑賞会 

「スギテツ」コンサート 

５月１８日（火） 
ジャンプやないづ（キッズスポーツ） 

６月１０日（木） 
杉の子サークル（木工教室） 


